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１．緒言 

HCFC-22 は主に冷媒として用いられている。しか

しフロンは塩素原子を含んでいるため、オゾン層

破壊の原因ともなっている｡当研究室では、NaOH

を含むメタノール溶液中に HCFC-22 をバブリング

させ、第３世代の冷媒として期待されるフルオロ

エーテルを得た。また反応速度はフロンのメタノ

ール溶液への溶解度の影響を強く受けることが明

らかにされた。一方で、NaOH を含むメタノール溶

液中でのフロンの液中濃度が下がることも確認さ

れた。本研究では HCFC-22 の飽和溶解度がアルカ

リ濃度の影響をどのように受けるか明らかにする

ことを目的とする。 

 

２．実験 

２．１．反応系 

本実験系は、次の反応化学量論式で表される。 

 

CHClF2+NaOH+CH3OH → CH3OCHF2+H2O+NaCl↓ 

(HCFC-22)                 （含フッ素エーテル） 

 

 HCFC-22 の脱塩素モル数と NaCl の生成モル数は

同じなので、反応で生成する NaCl の生成速度を測

定し、これを HCFC-22 の脱塩素反応速度とする。 

 

２．２．実験装置 

本実験で用いた実験装置を図 1に示す。 

 

２．３．実験方法 

NaOH を飽和溶解させたメタノール溶液を反応容

器に入れる。撹拌は撹拌器を用い、完全混合状態

とした。反応容器は恒温槽で温度一定とした。(図

2) そして、フロンをバブリングしながら、一定時

間ごとに反応溶液を採取し、フロンの生成物であ

る NaCl を Mohr 法にて測定し、同時にメタノール

溶液に溶解するフロンの濃度をガスクロマトグラ

フィーによって計った。NaOH 濃度、分圧、温度を

かえることにより測定を行った。 

  ①攪拌器 ②反応容器 ③温度コントローラー  

  ④ガラス管 ⑤水恒温槽 ⑥温度計 ⑦流量計 ⑧N2,HCFC22 

図 1 実験装置 

 

３．実験結果 

３．１．流速の影響  

メタノール溶液への NaOH 濃度を 2.5[mol/l]で一

定にして、HCFC-22 の吹き込み流速を 4.5～

6.0[l/min]で変化させて、その影響をみた（図2）。

この図から、流速 5.0[l/min]以上ではほとんど流

速の影響がなく、反応律速であると考えた。以降

の実験は反応律速下で行った。 

 

図 2 流速影響の実験結果 (濃度 2.5[mol/l]) 

 



３．２．NaOH の影響 

NaOH の初期濃度を 2.5mol/l に保ち 101.3kPa、

50kPa、25kPa について、HCFC22 の NaOH-メタノー

ル溶液への液中濃度を測定した。結果、図３のよ

うに液中濃度が下がっていることが確認できた。 

 

図３ HCFC-22 の液中濃度 

 

 次に分圧を 25kPa に保ち、NaOH の濃度を変化さ

せて NaOH-メタノール溶液への HCFC-22 の溶解度

を測定した。図４のように温度依存性がないこと

が確認できる。 

 
図４ HCFC22 飽和溶解 

 

３．３．ヘンリー定数 

従来のヘンリー定数は温度にのみ依存する値で

あり、次式の Valentiner 式で表される。 

0ln / lnH a b T c T= + +  

これに本実験の NaOH 濃度の影響を式に組み込む

と次式のように表せる。 

0 0/
H P
H C C
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H MPa
P MPa
C mol l

ヘンリー定数
フロンの分圧
フロン濃度  

ここで 273Ｋ-303Ｋにおいて、CFC-12 及び HCFC-22

の溶解度は次のように求められた。但し、

C22:HCFC-22 の溶解度[mol/l]、C22
0:HCFC-22 の飽和

溶解度[mol/l]、[NaOH]:NaOH の初期濃度[mol/l] 

 
0 0.455[NaOH]

22 22C C e−=
 

４．結言 

NaOH の存在によって HCFC-22 の溶解度が下がる

ことが確認された。 

本実験から得られたデータより、NaOH の影響を

組み込んだヘンリー定数を求める式を提案し、ヘ

ンリー定数は NaOH 濃度にも影響を受けることを

示した。また、溶解度への分圧の影響は NaOH 濃度

の増加と共に少なくなる。 
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